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論
文
要
旨

　

中
世
を
代
表
す
る
寺
社
参
詣
で
あ
る
熊
野
参
詣
は
、
中
世
前
期
に
白
河
上
皇

が
参
詣
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
、
貴
族
層
を
中
心
に
急
速
に
広
ま
り
、
そ
の
後

庶
民
層
に
ま
で
広
が
り
、
室
町
中
期
に
最
盛
期
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
戦
国
期

か
ら
近
世
初
頭
（
一
五
世
紀
後
半
〜
一
七
世
紀
）
に
か
け
て
、
次
第
に
参
詣
者

が
減
り
、
停
滞
・
衰
退
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は

発
展
期
と
さ
れ
る
中
世
前
期
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
中
世
後
期
の
研
究

は
手
薄
で
あ
る
。
そ
の
た
め
中
世
後
期
に
熊
野
参
詣
が
衰
退
す
る
背
景
に
つ
い

て
は
、
な
お
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
。
本
稿
で
は
熊
野
先
達
に
注
目
し
、
熊
野

参
詣
衰
退
の
社
会
的
背
景
を
検
討
し
て
い
く
。
熊
野
先
達
は
、
熊
野
御
師
と
熊

野
へ
参
詣
す
る
檀
那
と
の
間
を
取
り
持
つ
役
割
を
担
い
、
熊
野
参
詣
に
不
可
欠

の
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
の
動
向
が
熊
野
参
詣
衰
退
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
問
題
関
心
の
も
と
、
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
関
係
や
、
中

世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
熊
野
先
達
の
活
動
の
変
化
な
ど
を
検
討
し
、
熊

野
参
詣
が
衰
退
す
る
社
会
的
背
景
の
解
明
を
試
み
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

熊
野
参
詣
、
熊
野
先
達
、
山
伏
、
戦
国
期
、
村
落
】

は
じ
め
に

　

熊
野
参
詣
と
は
、
紀
伊
半
島
に
あ
る
熊
野
三
所
権
現
（
熊
野
本
宮
・
新
宮
・

那
智
）
に
参
詣
す
る
こ
と
を
指
し
、
熊
野
詣
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
歴
史

は
古
く
、
お
お
よ
そ
院
政
期
（
一
一
世
紀
後
半
）
に
白
河
上
皇
が
参
詣
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
貴
族
層
を
中
心
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
熊
野
参

詣
は
庶
民
層
に
ま
で
広
が
り
、
室
町
中
期
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
戦

国
期
か
ら
近
世
初
頭
（
一
五
世
紀
後
半
〜
一
七
世
紀
）
に
か
け
て
、
次
第
に
参

詣
者
が
減
り
、
停
滞
・
衰
退
に
向
か
っ
た
と
い
う）

1
（

。

　

す
な
わ
ち
、
熊
野
参
詣
は
中
世
前
期
に
始
ま
り
、
急
速
に
発
展
・
拡
大
す
る

が
、
次
第
に
そ
の
勢
い
を
失
い
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
衰
え
て
い
く
と

理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
寺
社
参
詣
の
代
表
格
と
さ
れ
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
熊
野
参
詣
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多

熊
野
参
詣
の
衰
退
と
そ
の
背
景

近　

藤　

祐　

介
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く
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
多
く
は
中
世
前
期
、
熊
野
参
詣
の
発
展
期
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
熊

野
参
詣
の
停
滞
・
衰
退
期
と
さ
れ
る
中
世
後
期
に
つ
い
て
は
十
分
な
研
究
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
な
ぜ
中
世
後
期
に
な
る
と
熊

野
参
詣
が
衰
退
す
る
の
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
対
し
て
も
、
掘
り
下
げ
た

検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
の
も
と
、
中
世
後
期
の
熊
野
参
詣
の
衰
退
と

呼
ば
れ
る
状
況
の
実
態
と
そ
の
背
景
事
情
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

熊
野
参
詣
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
新
城
常
三
氏
の
『
社
寺
参
詣
の
社

会
経
済
史
的
研
究）

2
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』
に
始
ま
る
。
新
城
氏
は
寺
社
参
詣
の
総
合
的
研
究
を
目
指

す
中
で
、
中
世
参
詣
の
代
表
と
し
て
熊
野
参
詣
を
取
り
上
げ
、
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
な
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
中
世
後
期
に
お
け
る

熊
野
参
詣
に
つ
い
て
、「
停
滞
・
衰
頽
」
と
評
価
し
、
こ
れ
が
基
本
的
に
現
在

ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
中
世
に
お
け
る
熊
野
参
詣
者
の
数
的
把
握
は
史
料
の
制
約
上
ほ
と

ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
中
世
後
期
に
、
中
世
前
期
に
比
し
て
参
詣

者
が
減
少
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
実
証
は
困
難
で
あ
る
。
新
城
氏
は
、
近
世
に

熊
野
三
山
が
参
詣
者
の
減
少
に
よ
っ
て
経
営
難
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
を

前
提
と
し
、
一
六
世
紀
に
熊
野
御
師
間
の
檀
那
売
券
が
減
少
し
、
か
つ
そ
の
価

格
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
参
詣
者
の
数
の
減
少
（
＝
熊
野
参
詣
の
停

滞
・
衰
退
）
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
小
山
靖
憲
氏
が
檀
那
売
券
な
ど
の
年
次
別
点
数
を
検
討
し
、
や
は

り
中
世
後
期
に
お
け
る
参
詣
者
数
の
減
少
を
指
摘
し
、
新
城
説
を
補
強
し
て
い

る
）
3
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。

　

こ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
戦
国
期
を
過
渡
期
と
し

た
熊
野
参
詣
者
数
の
減
少
と
い
う
結
論
、
そ
れ
自
体
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
残
る
問
題
は
、
な
ぜ
こ
う
し
た
状
況
が
生
み
出
さ
れ
た
の

か
、
停
滞
・
衰
退
と
さ
れ
る
現
象
の
社
会
的
背
景
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
し
ば
し
ば
伊
勢
参
詣
・
伊
勢
御
師
と
の
競
合
関
係
が

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
後
期
こ
ろ
か
ら
伊
勢
御
師
が
積

極
的
な
檀
那
廻
り
を
行
い
、
伊
勢
信
仰
を
広
め
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

4
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。

こ
こ
か
ら
、
中
世
後
期
に
伊
勢
参
詣
が
隆
盛
し
熊
野
参
詣
に
取
っ
て
代
わ
り
、

熊
野
参
詣
者
数
の
減
少
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

類
似
し
た
記
述
は
、『
修
験
道
辞
典
』
で
も
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、「
熊

野
詣
は
室
町
時
代
頃
か
ら
次
第
に
衰
退
し
、
伊
勢
参
宮
や
西
国
三
十
三
所
観
音

巡
礼
に
し
だ
い
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

5
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」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
熊
野
参
詣
の
衰
退
を
伊
勢
参
詣
と
の
競
合
関
係
で
説
明
す
る

こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
事
態
を
裏
付

け
る
根
拠
を
見
て
い
く
と
、
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い）

6
（

。
実
際
に
東
国
の
史

料
を
見
て
み
て
も
、
戦
国
期
に
熊
野
先
達
・
熊
野
御
師
と
伊
勢
御
師
と
の
対

立
・
競
合
を
示
す
史
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
伊
勢
参
詣

と
の
競
合
関
係
で
熊
野
参
詣
の
衰
退
を
説
明
す
る
説
に
は
、
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
改
め
て
熊
野
参
詣
に
衰
退
の
背
景
に
は
、
い
か
な
る
社
会
的
状
況
が
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存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
再
び
新
城
説
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
新
城
氏
は
、
熊
野

参
詣
の
衰
退
に
つ
い
て
、
伊
勢
参
詣
と
の
競
合
関
係
に
触
れ
つ
つ
も
、
主
た
る

要
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
要
素
を
挙
げ
て
い
る
。
①
熊
野
先
達
を
行
っ
て
い
た

山
伏
の
土
着
化
お
よ
び
戦
国
大
名
の
統
制
化
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
熊

野
と
の
疎
遠
化
。
②
熊
野
参
詣
が
後
進
地
帯
で
あ
る
東
国
地
域
を
地
盤
と
し
て

い
た
こ
と
。
③
熊
野
御
師
・
熊
野
先
達
と
戦
国
大
名
と
の
結
合
の
不
振
。
④
地

盤
地
域
で
あ
っ
た
東
国
武
士
の
没
落
、
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
新
城
氏
が
最
も
重
視
し
て
い
た
の
が
①
で
あ
り
、
と
く
に
熊
野
先

達
（
山
伏
）
の
土
着
化
と
い
う
点
を
最
重
要
視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
こ
の

先
達
の
土
着
化
が
室
町
時
代
末
期
、
江
戸
時
代
へ
の
、
熊
野
詣
の
不
振
衰
頽
に

連
な
る
の
で
あ
る）

7
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」
と
い
う
一
文
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
十
分
に
汲
み
取
ら
れ
て
い
な
い
が
、
熊
野
参
詣
衰
退
の
背
景
を
、

熊
野
先
達
の
変
質
か
ら
説
い
た
新
城
氏
の
指
摘
は
重
要
な
提
議
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
た
だ
し
、
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

新
城
氏
は
熊
野
先
達
の
土
着
化
（
村
落
へ
の
定
着
）
が
熊
野
と
の
関
係
を
心

理
的
・
物
理
的
に
疎
遠
化
さ
せ
、
大
峰
修
行
を
怠
る
よ
う
に
な
り
、
熊
野
参
詣

を
衰
退
に
導
い
た
と
説
く
。
し
か
し
、
な
ぜ
熊
野
先
達
が
定
着
す
る
と
熊
野
と

の
関
係
が
疎
遠
に
な
る
の
か
、
十
分
な
説
明
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
檀
那
を
引
き
連
れ
て
熊
野
へ
の
道
案
内
を
す
る
熊
野
先
達
と
し

て
の
業
務
と
、
自
ら
が
修
行
の
た
め
に
大
峰
・
熊
野
入
り
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
全
く
別
次
元
の
事
柄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
山
岳
修
行
を
懈
怠
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
接
的
に
熊
野
先
達
業
務
の
疎
遠
化
と
は
結
び
つ
か
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　

熊
野
参
詣
衰
退
の
社
会
的
背
景
を
、
熊
野
先
達
の
存
在
形
態
の
変
化
と
結
び

つ
け
て
説
明
し
た
新
城
説
は
注
目
す
べ
き
論
点
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
変
化
を
村
落
定
着
に
よ
る
熊
野
と
の
関
係
の
疎
遠
化
に
求
め
る
点
に
は
疑
問

を
抱
く
。
熊
野
先
達
た
ち
の
村
落
へ
の
定
着
が
、
彼
ら
に
何
を
も
た
ら
し
た
の

か
、
そ
の
実
態
を
掘
り
下
げ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
と
課
題
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
中
世
後
期
の
状
況

を
、
と
く
に
熊
野
先
達
・
山
伏
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
変
化
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
熊
野
参
詣
衰
退
の
社
会
的
背
景
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
主
要
な
研

究
対
象
地
域
と
し
て
は
、
東
国
地
域
（
主
に
関
東
）
を
設
定
す
る
。
こ
れ
は
新

城
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
熊
野
に
と
っ
て
東
国
地
域
は
重
要
な
地
盤
地
域
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
地
域
の
変
化
を
み
る
こ
と
で
、
一
つ
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

１
．
御
師
と
熊
野
先
達

　

こ
こ
で
は
、
熊
野
参
詣
の
特
徴
と
も
言
え
る
熊
野
先
達
と
熊
野
御
師
と
の
関

係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

熊
野
先
達
と
は
、
熊
野
の
檀
那
と
な
っ
た
在
地
の
人
々
に
対
し
て
、
熊
野
ま

で
の
道
案
内
や
宿
泊
の
便
宜
、
道
中
の
精
進
潔
斎
の
作
法
ま
で
を
指
導
す
る
存
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在
で
あ
る
。
ま
た
、
在
地
に
お
い
て
熊
野
信
仰
を
広
め
、
熊
野
参
詣
を
勧
め
る

こ
と
も
彼
ら
の
役
割
の
一
つ
で
あ
り
、
熊
野
参
詣
に
は
必
要
不
可
欠
の
存
在
で

あ
っ
た
。
多
く
山
伏
が
、
こ
う
し
た
熊
野
先
達
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
在
地

で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
熊
野
御
師
と
は
熊
野
三
山
に
在
住
し
、
先
達
が
引
き
連
れ
て
き
た
檀

那
と
の
間
に
師
檀
関
係
を
締
結
し
、
熊
野
で
の
宿
泊
や
祈
禱
な
ど
の
役
割
を
担

う
存
在
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
熊
野
参
詣
は
、
参
詣
者
た
る
檀
那
と
、
こ
れ
を
受
け
容
れ
る
熊

野
御
師
と
の
間
に
、
仲
介
者
で
あ
り
、
か
つ
熊
野
信
仰
の
教
導
者
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
熊
野
先
達
が
介
在
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
熊
野
御
師
は
基

本
的
に
熊
野
に
居
住
し
、
自
ら
檀
那
の
も
と
へ
赴
く
な
ど
の
廻
国
を
行
う
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
熊
野
御
師
に
代
わ
っ
て
、
熊
野
先
達
が
地
域
で
の
布

教
や
参
詣
人
の
確
保
な
ど
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

熊
野
御
師
は
基
本
的
に
熊
野
三
山
に
居
住
し
、
そ
こ
を
離
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
熊
野
御
師
ら
が
、
い
か
に
し
て
在
地
に
点
在
す
る
檀
那
を

把
握
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

熊
野
御
師
の
檀
那
把
握
方
法
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
一
族
・
一
門
単
位
と

地
域
単
位
の
二
通
り
と
す
る
宝
月
圭
吾
氏）

8
（

や
宮
家
準
氏）

9
（

の
説
と
、
一
族
・
一
門

単
位
と
地
域
単
位
に
加
え
、
先
達
単
位
の
三
通
り
と
す
る
新
城
美
恵
子
氏）
10
（

や
小

山
氏）
11
（

の
説
と
が
あ
る
。

　

実
際
に
二
つ
の
史
料
を
み
る
中
で
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

〔
史
料
一
〕　

執
行
道
賢
一
跡
配
分
目
録）
12
（

譲
状
惣
丸
帳

寛
宝
坊
分

（
中
略
）

一
、
檀
那

鎌
倉
熊
野
堂
別
当
経
有
僧
正
門
弟
引
檀
那
等
、
同
鎌
倉
若
王
子
別
当

慶
智
法
印
跡
門
弟
引
檀
那
、
二
階
堂
信
乃
一
門

一
、 

檀
那　

奥
州
〈
一
・
二
迫
一
族

ワ
カ
ウ
之
一
族
、
多
田
満
中
御
一

家
、
延
頼
一
家

安
頼
一
家
〉

出
羽　

上
野　

下
野　

下
総　

相
模
〈
熊
谷
一
族
〉　

武
蔵
〈
丹
治

氏
一
族
一
円
〉

（
中
略
）

永
徳
四
年
二
月
七
日 

執
行
法
印
道
賢
（
花
押
）

〔
史
料
二
〕　

檀
那
避
状）

13
（

永
去
渡
申
候
檀
那
事

合
在
所

一
、
つ（
摂
津
国
）

の
国
か（
勝
雄
）

ち
お
の
伊
勢
の
法
眼
の
跡
善
能
房
門
弟
ひ
き
た
ん
な

一
、
武
蔵
国
足
立
大
宮
の
あ
き
の
僧
都
門
弟
引
檀
那

一
、
奥
州
も
ち
わ
た
つ
の
大
進
律
師
門
弟
引
檀
那

右
、
於
彼
三
箇
国
先
達
引
檀
那
等
者
、
浄
範
重
代
相
伝
之
檀
那
也
、
而
依

子
細
、
那
智
山
執
行
道
賢
法
印
御
房
仁
、
永
代
所
去
渡
申
実
也
、
全
不
可

有
他
人
妨
者
也
、
仍
為
後
日
去
状
証
文
如
件
、
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応
安
元
年
十
二
月
九
日 

参
河
阿
闍
梨
浄
範
（
花
押
）

　

史
料
一
は
、
那
智
大
社
の
執
行
で
あ
り
、
御
師
で
あ
っ
た
道
賢
と
い
う
人
物

が
、
自
ら
の
弟
子
に
財
産
を
配
分
し
た
際
の
譲
状
で
あ
る
。
そ
の
中
で
寛
宝
坊

に
譲
与
し
た
財
産
の
う
ち
、檀
那
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
の
一
部
を
掲
示
し
た
。

　

こ
の
中
に
は
、
一
族
・
一
門
単
位
と
見
ら
れ
る
「
二
階
堂
信
乃
一
門
」、
地

域
単
位
と
見
ら
れ
る
「
出
羽
」
と
い
っ
た
表
現
と
と
も
に
、「
鎌
倉
熊
野
堂
別

当
経
有
僧
正
門
弟
引
檀
那
」
と
い
う
表
現
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
「
鎌
倉
の

熊
野
堂
別
当
で
あ
る
経
有
僧
正
の
檀
那
で
、
経
有
僧
正
の
門
弟
た
ち
が
熊
野
ま

で
引
導
し
て
き
た
檀
那
」
と
い
っ
た
意
味
と
解
釈
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
有

僧
正
が
熊
野
先
達
と
し
て
在
地
で
檀
那
を
も
ち
、
実
際
の
熊
野
へ
の
引
導
業
務

を
門
弟
ら
が
分
担
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）
14
（

。
熊
野
御
師
で
も
あ
っ
た
道
賢

は
、
熊
野
先
達
で
あ
る
「
鎌
倉
熊
野
堂
別
当
経
有
僧
正
が
掌
握
し
て
い
る
檀
那
」

を
、
一
つ
の
単
位
と
し
て
自
身
の
檀
那
を
認
識
・
把
握
し
て
い
た
と
見
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
史
料
二
は
熊
野
御
師
で
あ
る
浄
範
と
い
う
人
物
が
出
し
た
檀
那
避

状
（
檀
那
の
譲
渡
に
関
す
る
証
書
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
譲
渡
さ
れ
た
檀
那
は
、

傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
「
彼
三
箇
国
先
達
引
檀
那
等
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
善
能
房
」「
あ
き
の
僧
都
」「
大
進
律
師
」
と
い
っ
た
熊
野
先
達
が
引
導
し
て

く
る
檀
那
を
譲
渡
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
史
料
に
お
け
る
実
態
か
ら
、
新
城
美
恵
子
氏
・
小
山
氏
が
主
張
す
る

よ
う
に
、
熊
野
御
師
が
熊
野
先
達
を
単
位
と
し
て
檀
那
把
握
を
行
っ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う）
15
（

。

　

で
は
、
熊
野
御
師
に
と
っ
て
先
達
単
位
の
檀
那
把
握
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
比
重

を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
例
と
し
て
、『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
中
に
残
る
武
蔵
国
を
対
象
と
し
た

売
券
六
五
通
を
検
討
し
て
み
る
と
、
表
１

の
よ
う
に
な
る
。
先
達
単
位
の
割
合

の
高
さ
が
窺
え
よ
う
。
ま
た
、
小
山
氏
は
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
中
の
売
券

な
ど
の
総
数
を
比
較
す
る
中
で
、
応
永
末
年
（
一
五
世
紀
前
半
）
を
過
渡
期
と

し
て
、
一
族
・
一
門
単
位
が
減
少
し
、
地
域
単
位
が
増
加
す
る
と
い
う
変
化
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
先
達
単
位
は
中
世
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る）
16
（

。

　

こ
の
よ
う
に
先
達
単
位
の
割
合
は
高
く
、

ま
た
中
世
を
通
じ
て
極
端
な
増
減
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
熊
野
御
師
に
よ
る
先
達
を

単
位
と
し
た
檀
那
把
握
と
は
特
殊
事
例
で
は

な
く
、
熊
野
御
師
に
と
っ
て
普
遍
的
な
方
法

で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
熊
野
御
師
と
熊
野

先
達
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

熊
野
先
達
に
引
き
連
れ
ら
れ
て
熊
野
へ

や
っ
て
き
た
檀
那
は
、
熊
野
御
師
に
対
し
て

自
身
の
出
身
地
や
姓
名
を
記
し
た
願
文
と
呼

表１　武蔵国の売券における先達単位の割合

先達単位
一族・
一門単位

地域単位 総　数

数 28例 29例 16例 73例

割　合 38％ 40％ 22％

※ １通の売券に複数の表記が確認できる場合があるので、総数
と売券の数にはずれが生じる。
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ば
れ
る
文
書
を
提
出
し
、
熊
野
三
山
で
の
便
宜
を
依
頼
す
る
。
こ
の
願
文
が
一

種
の
契
状
の
役
割
を
果
た
し
、
熊
野
御
師
と
檀
那
と
の
結
び
つ
き
を
恒
常
化
さ

せ
、
師
檀
関
係
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
願
文
に
は
檀
那
を
引
導
し
た
熊

野
先
達
も
名
を
連
ね
、
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
関
係
を
も
恒
常
化
さ
せ
る

役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
檀
那
の
熊
野
参
詣
、
そ
れ
に
伴
う

願
文
の
提
出
を
契
機
と
し
て
、
特
定
の
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
結
び
つ
き

が
構
築
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
宮
家
準
氏
は
、
熊
野
御
師
が
熊
野
先
達
職

を
補
任
し
た
確
か
な
事
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
御
師
と
先
達
の
関
係
は
い
わ

ば
宿
泊
、
案
内
、
祈
禱
と
、
そ
れ
に
対
す
る
喜
捨
の
契
約
関
係
で
あ
る）
17
（

」
と
規

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
谷
川
賢
二
氏
は
、
中
世
後
期
に
は
熊
野
三
山
に
よ
る

熊
野
先
達
支
配
が
崩
壊
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
18
（

。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
熊
野
御
師
は
熊
野
先
達
に
対
す
る
人
事
権

（
熊
野
先
達
職
に
対
す
る
補
任
権
・
解
任
権
）
を
有
さ
な
い
存
在
で
あ
り
、
ま

た
熊
野
三
山
全
体
と
し
て
も
熊
野
先
達
た
ち
の
動
き
を
規
制
し
う
る
権
力
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
関

係
と
は
、
支
配
│
被
支
配
や
請
負
の
関
係
な
ど
で
は
な
く
、
宮
家
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
契
約
関
係
、
い
わ
ば
業
務
提
携
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
業
務
提
携
関
係
と
は
、
極
め
て
緩
や

か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

〔
史
料
三
〕　

檀
那
売
券）
19
（

な
か
く
う
り
ハ
た
し
申
候
た
ん
な
の
事

合
代
二
貫
七
百
文
者
〈
そ
の
へ
、
か
わ
つ
ら
共
〉

右
件
た
ん
な
ハ
、
下
野
国
日
光
山
文
月
房
の
も
ん
て
い
ひ
き
た
ん
な
と
も

に
う
り
申
候
、
か
の
た
ん
な
は
源
寿
か
重
代
そ
う
て
ん
た
ん
な
に
よ
ん

て
、
を
く
の
し
や
う
け
と
の
ニ
う
り
申
候
所
実
也
、
も
し
か
の
た
ん
な
、

三
年
よ
り
う
ち
に
ま
い
り
候
ハ
す
ハ
、
下
野
国
先
達
一
人
と
ら
れ
申
へ
く

候
、
そ
の
時
い
ち
こ
ん
の
し
さ
い
お
申
ま
し
く
候
也
、
仍
為
後
日
状
如
（
マ
マ
）

明
徳
二
年
七
月
十
二
日　
　

中
道
之
源
寿
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
師
丸

〔
史
料
四
〕　

檀
那
売
券）
20
（

売
渡
申
候
檀
那
の
事

右
の
た
ん
な
ハ
、
下
野
国
の
内
日
光
山
の
文
月
房
の
門
弟
引
旦
那
を
売
渡

申
て
候
へ
と
も
、
三
年
の
内
ニ
ま
い
り
候
ハ
ぬ
に
よ
り
候
て
、
同
下
野
国

の
内
中
泉
の
山
田
の
長
光
寺
の
大
弐
阿
闍
梨
の
門
弟
引
旦
那
を
あ
い
そ
へ

候
て
、
文
月
房
の
門
弟
引
旦
那
共
ニ
永
売
渡
申
処
実
正
也
、
但
売
券
の
状

ハ
先
立
進
候
へ
共
、
又
彼
先
達
・
檀
那
を
そ
へ
進
候
間
、
重
て
此
状
を
進

候
、
仍
為
後
日
亀
鏡
売
券
の
状
如
件
、

応
永
七
年
〈
庚
申
〉
十
二
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

那
智
山
中
道
の
助
阿
闍
梨
源
喜
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嫡
弟
大
輔
公
（
花
押
）

　

史
料
三
は
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
に
、
熊
野
御
師
で
あ
る
源
寿
と
い
う
人
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物
が
、「
を
く
の
し
ょ
う
け
」
と
い
う
熊
野
御
師
に
檀
那
を
売
っ
た
際
に
作
成

さ
れ
た
檀
那
売
券
で
あ
る
。
こ
の
時
、
源
寿
が
売
却
し
た
の
は
、
下
野
国
日
光

山
の
熊
野
先
達
文
月
坊
と
そ
の
門
弟
が
引
導
し
て
く
る
檀
那
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
傍
線
部
を
見
る
と
、
三
年
以
内
に
熊
野
参
詣
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

別
の
熊
野
先
達
が
引
率
し
て
く
る
檀
那
を
も
っ
て
補
て
ん
す
る
旨
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

熊
野
御
師
に
と
っ
て
は
、
檀
那
が
熊
野
参
詣
に
や
っ
て
来
な
い
限
り
、
そ
の

檀
那
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
檀
那
が
三
年
以
内
に

参
詣
に
訪
れ
な
い
可
能
性
を
考
慮
し
、
こ
の
よ
う
な
担
保
文
言
が
記
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
檀
那
を
売
却
し
合
っ
て
い
る
熊
野
御
師
同
士
で

あ
っ
て
も
、
熊
野
先
達
が
い
つ
檀
那
を
引
導
し
て
く
る
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ

は
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

そ
し
て
、
檀
那
が
や
っ
て
来
な
い
と
い
う
事
態
が
、
実
際
に
起
こ
っ
て
い
た

こ
と
が
史
料
四
か
ら
分
か
る
。
史
料
四
は
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
に
、
史
料

三
の
源
寿
の
血
縁
者
と
考
え
ら
れ
る
源
喜
と
い
う
人
物
が
出
し
た
檀
那
売
券
で

あ
る
。
傍
線
部
に
「
三
年
の
内
ニ
ま
い
り
候
ハ
ぬ
に
よ
り
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

以
前
売
却
し
た
文
月
房
が
三
年
以
内
に
熊
野
先
達
と
し
て
檀
那
引
導
を
行
う
こ

と
が
な
か
っ
た
た
め
、
新
た
に
下
野
国
山
田
長
光
寺
の
大
弐
阿
闍
梨
と
い
う
熊

野
先
達
が
引
導
す
る
檀
那
を
譲
り
渡
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
や
り
取
り
か
ら
、
熊
野
御
師
は
自
身
と
提
携
関
係
に
あ
る

熊
野
先
達
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
が
い
つ
ご
ろ
檀
那
を
引
き
連
れ
て
熊
野
参
詣
に

や
っ
て
く
る
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
把
握
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
熊
野
御
師
は
提
携
関
係
に
あ
る
熊
野
先
達
の
行
動
す
ら
、
拘
束
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
熊
野
御
師
の
檀
那
把
握
方
法
、
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
関
係
な

ど
を
見
て
き
た
。
熊
野
御
師
は
熊
野
先
達
を
単
位
と
し
て
檀
那
を
把
握
す
る
と

い
う
方
法
を
広
く
採
用
し
て
い
た
こ
と
、
一
方
で
熊
野
御
師
は
熊
野
先
達
の
行

動
を
掌
握
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
熊
野
御
師
は
在
地
の
檀
那
の
全
貌
を
十
分
に
は
把
握
で
き
て

お
ら
ず
、
熊
野
先
達
に
依
拠
し
て
い
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
熊
野
御
師
と
在
地
の
檀
那
と
の
距
離
感
、
こ
れ
が
中
世
末
に
熊
野
御

師
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

２
．
東
国
の
熊
野
先
達

　

前
節
に
お
い
て
、
熊
野
御
師
の
檀
那
把
握
に
お
い
て
熊
野
先
達
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
世
後
期
に
熊
野

参
詣
が
衰
退
し
て
い
く
背
景
を
解
く
に
は
、
熊
野
先
達
た
ち
の
動
向
が
重
要
な

カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
、
熊
野
先
達
に
焦
点
を
当
て
て
、
中
世
後
期
に
彼
ら
が
在
地
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

熊
野
先
達
と
し
て
の
業
務
を
行
っ
た
者
の
大
半
は
山
伏
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ

の
こ
と
は
多
く
の
史
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
熊
野
先
達
・

山
伏
に
つ
い
て
は
遊
行
・
廻
国
の
宗
教
者
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
山
岳
修
行
に
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は
げ
み
、
諸
国
を
遊
行
す
る
漂
泊
の
人
び
と
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
付

与
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
か
ら
見
て
い
く
と
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
は

異
な
っ
た
熊
野
先
達
像
が
見
え
て
く
る
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
よ
う
。

　

一
三
世
紀
後
半
の
成
立
と
見
ら
れ
る
『
沙
石
集
』
と
い
う
説
話
集
に
は
、
熊

野
先
達
を
題
材
と
し
た
「
幸
観
房
」
と
い
う
小
話
が
あ
る）
21
（

。
こ
れ
は
、
常
陸
国

の
田
中
と
い
う
と
こ
ろ
に
住
む
幸
観
房
と
い
う
山
伏
が
、
隣
家
の
百
姓
の
妻
と

密
通
し
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
夫
が
妻
を
連
れ
て
ひ
そ
か
に
奥
州
へ
逃
れ
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
新
城
常
三
氏
は
こ
の
説
話
で
、
幸
観
房
と
妻
と
の
密
通
を

知
っ
た
夫
が
、「
口
惜
し
く
思
ひ
け
れ
ど
も
、
熊
野
の
先
達
な
む
ど
す
る
名
人

な
り
け
れ
ば
、
恥
が
ま
し
き
事
与
へ
む
も
、
穏
便
な
ら
ず
」
と
言
っ
て
、
妻
と

共
に
奥
州
へ
逃
れ
た
こ
と
か
ら
、
東
国
民
衆
の
隷
属
性
を
強
調
し
て
い
る）
22
（

。
し

か
し
、
む
し
ろ
こ
の
説
話
か
ら
は
、
熊
野
先
達
を
行
う
山
伏
が
一
定
の
社
会
的

地
位
を
持
つ
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
夫
は
「
恥
が
ま
し
き
事
与
へ
む
も
、
穏
便
な
ら
ず
」

と
し
て
、
ひ
そ
か
に
奥
州
へ
逃
れ
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
鹿
島
社
の
修
造
費
用
を
捻
出
す
る
た
め

に
、
常
陸
国
の
富
有
人
を
書
き
上
げ
た
「
常
陸
国
富
有
人
注
文
」
と
い
う
史
料

が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
山
田
慶
城
坊
と
い
う
熊
野
先
達
が
富
有
人
の
一
人
と

し
て
、
そ
の
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る）
23
（

。
慶
城
坊
は
在
地
領
主
真
壁
氏
と
師
檀
関

係
を
持
つ
熊
野
先
達
で
あ
り
、
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
に
は
聖
護
院
門
跡

道
興
の
来
訪
を
受
け
る
な
ど
、
在
地
の
有
力
熊
野
先
達
で
あ
り
、
山
伏
で
あ
っ

た
）
24
（

。

　

こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
、
熊
野
先
達
が
社
会
的
地
位
や
経
済
的
実
力
を
備
え

た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
熊
野
先
達
が
在
地
に
拠
点
を
持
ち
、

生
活
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
遊
行
・
漂
泊
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
っ

た
実
像
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
拙
稿
で
東
国
の
熊
野
先
達
を
検
討
し
た
際
に
、
熊
野
先
達
は
都
市
的

な
場
や
町
場
な
ど
の
経
済
的
要
衝
に
坊
や
堂
な
ど
の
拠
点
を
構
え
、
弟
子
・
同

行
な
ど
を
抱
え
、
熊
野
先
達
業
務
を
分
担
さ
せ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た）
25
（

。
ま
た
そ
の
後
、
時
枝
務
氏
が
上
野
国
の
熊
野
先
達
を
分
析
し
、
彼
ら
が

交
通
の
要
衝
に
仏
堂
を
構
え
、
付
近
に
は
在
地
領
主
の
館
が
営
ま
れ
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る）
26
（

。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
熊
野
先
達
は
領
主
層
を
檀
那
と
し
、
都
市

的
な
場
や
町
場
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
熊
野
先
達
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
五
世
紀
末
こ
ろ
か
ら

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

表
２

は
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』『
本
宮
大
社
文
書
』『
新
出
本
宮
大
社
文
書
』

と
い
っ
た
熊
野
御
師
の
家
に
伝
来
し
た
文
書
を
基
に
、
熊
野
先
達
単
位
で
把
握

さ
れ
た
檀
那
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
熊
野
先
達
の
檀
那

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

新
城
常
三
氏
は
東
国
の
熊
野
先
達
の
檀
那
に
つ
い
て
、
地
頭
級
領
主
が
そ
の

中
心
で
あ
り
、
時
代
が
下
っ
て
も
そ
う
し
た
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
、
と
し
て
い
る）
27
（

。
ま
た
、
宮
家
準
氏
も
熊
野
先
達
職
の
譲
状
や
補
任
状
な
ど

の
分
析
か
ら
、
一
般
的
に
東
国
の
熊
野
先
達
の
多
く
は
領
主
層
と
一
族
単
位
で
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師
檀
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
28
（

。

　

確
か
に
表
２

の
「
檀
那
」
項
を
概
観
す
る
と
、「
二
階
堂
信
乃
一
門
」「
小
田

一
族
」「
成
田
一
門
」
と
い
っ
た
表
現
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た

国
人
領
主
層
と
一
族
・
一
門
単
位
で
師
壇
関
係
を
締
結
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
ほ
か
に
も
、
武
蔵
国
の
豊
島
郡
に
は
国
人
領
主
豊
島
氏
に
よ
っ
て
熊
野
信

仰
が
導
入
さ
れ
、
熊
野
山
領
豊
島
荘
が
成
立
し
、
熊
野
先
達
が
活
動
し
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
29
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
東
国
の
熊
野
先
達
の
主

た
る
檀
那
が
領
主
階
級
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

し
か
し
、
一
五
世
紀
末
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
し
た
状
況
に
変
化
の
兆
し
が
見
ら

れ
る
。「
檀
那
」
項
を
見
て
い
く
と
、
応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）
の
檀
那
売

券
（
表
№
34
）
に
「
宇
津（
都
）宮
地
下
一
族
一
円

宇
津（
都
）宮
名
字
増（
益
）子
」
と
い
う
表

現
が
初
め
て
登
場
す
る
。
国
人
領
主
宇
都
宮
氏
の
一
族
と
と
も
に
、
そ
の
地
域

の
「
地
下
」（
村
落
住
人
）
も
檀
那
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
表
か
ら
は
一
五
世
紀
末
以
降
、「
地
下
一
族
」
と
い
っ
た
表
現
が

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

ま
た
小
山
氏
も
、『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
中
の
売
券
を
分
析
し
、
応
永
末

年
（
一
五
世
紀
前
半
）
こ
ろ
か
ら
熊
野
御
師
の
檀
那
把
握
方
法
が
、
一
族
・
一

門
単
位
か
ら
地
域
単
位
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
参
詣
者
で

あ
る
檀
那
が
武
士
か
ら
民
衆
（「
地
下
」）
へ
拡
大
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
る）
30
（

。
全
国
的
な
推
移
と
は
多
少
の
時
期
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、
東

国
で
も
一
五
世
紀
後
半
こ
ろ
か
ら
、
熊
野
先
達
が
村
落
住
人
を
檀
那
と
し
て
積

極
的
に
取
り
込
み
始
め
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
動
向
が
単
純
な
檀
那
の
拡
大
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
一
五
世
紀
後
半
の
戦
乱
の
拡
大
は
、
熊
野
先
達

の
檀
那
で
あ
っ
た
領
主
層
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
衰
退
・
滅
亡
す
る
者
が
現

れ
る）
31
（

。
外
護
者
を
失
っ
た
熊
野
先
達
は
新
た
な
檀
那
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
当

時
成
長
を
遂
げ
て
き
た
村
落
住
人
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
中
世
後
期
の
国
人
領
主
層
の
没
落
、
村
落
の
成
長
と
い
う
社

会
状
況
の
中
で
、
熊
野
先
達
は
村
落
住
人
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
新
た
な
社

会
的
基
盤
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
戦
乱
の
拡
大
と
い
う
社
会
状
況
は
熊
野
先
達
業
務
に
も
大
き
な
支

障
を
も
た
ら
し
、
熊
野
先
達
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
た
。
一
六
世
紀
後
半
、

戦
乱
に
よ
り
関
東
か
ら
熊
野
ま
で
の
交
通
路
（
東
海
道
）
が
不
通
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
、
永
禄
年
間
か
ら
元
亀
年
間
（
一
五
五
八
〜
一
五
七
三
）
の
も
の
と

推
定
さ
れ
る
「
相
模
国
先
達
衆
言
上
状
写）
32
（

」
と
い
う
史
料
か
ら
分
か
る
。

　

こ
の
史
料
は
「
修
験
中
退
転
」
の
様
子
に
つ
い
て
後
北
条
氏
奉
行
人
に
質
問

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
相
模
国
と
武
蔵
国
久
良
岐
郡
の
修
験
寺
院
二
四
カ
寺

が
連
名
で
提
出
し
た
言
上
状
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、「
従
古
来
伊
勢
・
熊
野
参

詣
之
者
令
引
導
処
、
拾
年
已
前
乱
国
故
、
道
者
等
も
無
御
座
候
、
取
り
分
三
十

年
已
前
者
、
駿
府
不
通
故
、
一
切
先
達
打
捨
、
只
今
ハ
百
姓
ヲ
致
、
身
命
続
申

候
」
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
戦
乱
に
よ
り
伊
勢
・
熊
野
参

詣
に
赴
く
檀
那
が
減
少
し
た
こ
と
、
三
〇
年
以
前
に
は
「
駿
府
不
通
」
と
い
う

交
通
路
の
遮
断
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
熊
野
先
達
た
ち
が
そ
の
業
務
を
行
え
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表２

番号 年 西暦 先　達　名 檀　　　那 史料名 出典

１ 弘安10 1280 秩父の先達近江阿闍梨門弟 引 旦那譲状 米２

２ 正安２ 1300 みもり（水守）のすけあさり
（助阿闍梨）御房門弟 引 旦那売券 米９

３ 乾元２ 1303 越後律師祐玄 （河越）葛西氏 諸氏系図 米998

４ 正和５ 1316 先達了覚 常陸国真壁地頭 熊野三山検校令旨 米1090

５ 元徳２ 1330 常陸国をうます（大増）の小和
泉殿 引 旦那譲状 米21

６ 観応２ 1351 常陸国みもり（水守）の助僧都
門弟 旦那譲状 米31

７ 貞治３ 1364 わんあみ 上総国畔蒜庄内つのかう地引 諸国旦那願文帳 新21

８ 貞治４ 1365

上野国なわのこうりの内たまむ
ら（那波郡内玉村）の池寺甲斐
法眼弟子せんあみた仏、上野国
なわのこうりたまむら（那波郡
玉村）若狭公心求

引、上野国たか山庄（高山庄）
内をかのかう（岡郷）たうせん 諸国旦那願文帳 新21

９ 貞治５ 1366 上州縄（那波）郡若狭阿闍梨心
永

武州秩父郡中村三朗左衛門尉丹
波銀宗 諸国旦那願文帳 新21

10 貞治６ 1367 相模国鎌倉車大路文あみた仏 鎌倉四朗二郎国吉、同まこ四郎 諸国旦那願文帳 新21

11 応安１ 1368 足立大宮のあき（安芸）の僧都
門弟 引 旦那去渡状 米42

12 応安５ 1372 金峯山別当民部律師 上野国高山修理亮重行 旦那願文 米44

13 文中２ 1373 新熊野の輔阿闍梨
上野国つのふちの住人つのふち
のたうしやう、同甥彦四郎、舎
弟又五郎、彦五郎

旦那願文 本34

14 応安７ 1374 上野国大八木之永若の兵部房重
盛 上野国長野郷内寺内刑部房井範 旦那願文 本31

15 応安８ 1375 助時行 常陸国東棚谷地頭二階堂隠岐方
対馬守貞以入道 願文写 潮補12

16 永徳２ 1382 苦林宿大夫阿闍梨、伊勢阿闍梨
〈什円房〉 引 僧都覚有一跡配分

目録 米56

17 永徳４ 1384 大先達刑部重賢 上野国高山庄小林小五郎重次、
同二郎重家、同少貮公、松善一 旦那願文 米59

18 永徳４ 1384 鎌倉熊野堂別当経有僧正門弟、
鎌倉若王子別当慶智法印諸門弟 引、二階堂信乃一門 執行道賢一跡配分

目録 米60、61

19 明徳２ 1391 日光山文月坊門弟 薗部、川連引 旦那売券 米75

20 明徳４ 1393 鎌倉六浦のみねの出羽房 請文 新34

21 応永２ 1395 若狭阿闍梨浄範
常陸国小田一族河内郡岡見郷南
殿三朗朝義・内氏女・僧祐聖・
酒嶋道鏡

旦那願文写 米82

22 応永２ 1395 武蔵国平間浄長 いてわの国（出羽国）引一円 旦那処分状 米80

23 応永６ 1399 大円坊并門弟、みた（箕田）の
連源坊

武州上足立・金亀山・奇西郡・
比企郡引一円、弥田引一円 旦那売券 潮18

24 応永７ 1400 上野国とねのしやう（利根庄）
の内くや（久野）の宰相 引 檀那売券 米87、88

25 応永７ 1400 日光山文月坊門弟、中泉の山田
の長光寺の大貮阿闍梨門弟 引、引 旦那売券 米90

26 応永８ 1401 ムシナ塚円蔵坊 引 旦那譲状 米93

27 応永９ 1402 武蔵国河越上総僧都并弟子同行 引 旦那売券 潮22
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28 応永12 1405

下野国山田長光寺大貮阿闍梨御
弟子輔公、下野国小山庄嶋田郷
荒河侍従阿闍梨、下野国小山庄
内来本郷信濃阿闍梨

はんぬき彦八 旦那願文 米108

29 応永13 1406 常陸国中西麦井新宮別当若狭阿
闍梨、高根良智阿闍梨門弟 引、引 旦那売券 米110

30 応永14 1407 中西真女寺上野公慶仙、信濃公
法仙

常陸国完戸（宍戸カ）庄山尾郷
源氏女、完戸（宍戸カ）大方殿、
同氏比丘尼聖珍書記、持丸兼
義、河股次郎宗貞、御前女房夕
霧、御中間与馬五郎

旦那願文写 米121

31 応永16 1409 下野国南山先達、わしのすの刑
部律師門弟 下野国南山、引 旦那売券 潮29

32 応永19 1412 三位阿闍梨弘順 武蔵国賀美郡勅使（河）原近江
守則直・伊豆三郎貞直 旦那願文 米152

33 応永19 1412 安保（安房カ）国符（府）禅師
賢慶

武蔵国賀美郡勅使原（勅使河原
カ）次郎光信 旦那願文 米153

34 応永22 1415 下野国七石戒浄坊門弟 宇都宮地下一族并宇都宮名字益
子 旦那売券 米165

35 応永28 1421 相模国懐嶋仙蔵坊門弟、下河辺
玉蔵坊門弟 引、引 執行道珍跡配分目

録写 米288

36 応永28 1421 下野国足利の能瀧坊、河崎の薬
師堂の民部僧都門弟 引、引一円 執行道珍跡配分目

録
米286・
288

37 応永29 1422 吉田郡石崎東輪寺別当 引 借銭状 米179

38 応永30 1423 常陸国方条之西（北条西）熊野
堂別当 引 借銭状 米184

39 応永32 1425 常陸国方条西（北条西）熊野堂
別当門弟 引 借銭状 米194

40 永享１ 1429 上野国阿古宇田（赤生田）の大
輔法印・弟子門徒 引 檀那売券 米220、

221

41 永享11 1439 武蔵国せたかえ（世田谷）の大
夫僧都門弟 引 旦那売券 潮43

42 文安４ 1447 鎌倉まめかり兵部 引 旦那売券 米281

43 享徳２ 1453
常陸国吉田郡石崎東福寺別当門
弟、ふくら（福良）の上野阿闍
梨門弟、吉田の薬師堂別当門弟

引、引、引 旦那売券 米317

44 享徳２ 1453 武蔵之や（国）いつ丸の郷（伊
豆丸郷）千蔵坊門弟 引 借銭状 米318

45 享徳３ 1454 武蔵国新羽の重蔵坊 引、栗田一門 旦那売券 米326

46 享徳４ 1455 武蔵国荒木田大輔門弟 引 旦那売券 米337

47 享徳４ 1455 本先達は鎌倉五大堂越後殿 駿河国引一円 旦那売券 米342

48 享徳４ 1455 常陸国東光寺 小田（カ）七郷引 借銭状 米343

49 享徳４ 1455 武蔵国新羽の重蔵坊門弟 引、成田一門并地下 旦那売券 潮52

50 長禄２ 1458 相模国西郡金斗郷（金子郷カ）
住大輔律師性円 相模国土枕庄住人平次郎殿 旦那願文 本82

51 長禄４ 1460 常陸国釜田（烟田カ）の仙蔵坊 引 旦那売券 米397

52 長禄４ 1460 武蔵国六郷之□蓮林坊門弟 引 旦那売券 潮58

53 寛正３ 1462 大豆から形（刑）部、小瀧坊、
京小大輔

引遠藤・渡邊一族、引遠藤・渡
邊一族、引遠藤・渡邊一族 旦那去渡状案 米437

54 寛正３ 1462 まめから刑部 上総国遠藤・渡邊一族引 旦那去渡状 米438
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55 寛正３ 1462 武蔵国長野道讃 借銭状 米446

56 寛正７ 1466 重蔵坊 武蔵国神名河（神奈川）ふかす
（深栖）一門 旦那売券 米476

57 応仁２ 1468 惣先達円福寺うんこう みかしり（三ヶ尻）・ます田・
西ちようのはな他六ヶ所 旦那在所注文案 米504

58 文明２ 1470 きやうくそう坊
茅ヶ崎さこの四郎、ふう左衛
門、平そう五朗、五朗二郎、八
幡の五朗四朗

旦那売券具書 米525

59 文明２ 1470 符中（府中）民部殿本先達
常州行方郡一円、麻生、嶋崎、
平賀、玉造、符中、竹原、鹿嶋
郡一円〈宮中は除く〉

旦那売券 潮64

60 文明３ 1471
信田之庄（信太庄）円林房門弟、
江戸崎二位律師、安恩の仙蔵坊
の門弟

引、引、引 旦那売券 潮66

61 文明３ 1471 中そね（中曽根）玉林坊、みそ
う（御正）の若宮坊門弟 武蔵国大里郡〈駒形を除く〉 旦那売券 潮67

62 文明３ 1471
武蔵国むらおかこまかた（村岡
駒形）坊主門弟、村岡長蔵坊門
弟

引 旦那売券 米545・
546

63 文明５ 1473 上野国阿古宇田（赤生田）の大
輔法印門弟 引 檀那売券 米562

64 文明６ 1474

佐木庄（佐貫庄）宝積房、石内
東林坊門弟六人、ムシナ塚（狸
塚）の円福寺・円光坊門弟、赤
宇田（赤生田）先達

引、引、小泉阿波殿〈今は瀧前〉先達職注文 米566

65 文明８ 1476 鎌倉永金門弟、安房国岩嶺門弟 引、一円 瀧本執行珍海一跡
譲状写 米583

66 文明13 1481 上野国あこう田（赤生田） 引 檀那売券 米610

67 文明15 1483 武蔵国豊島之南蔵坊 引 旦那売券 米630

68 文明16 1484 室田出羽門弟 引 旦那売券 米638

69 文明17 1485 上野国狸塚円光坊門弟 引、〈石内の東林坊引を除く〉 檀那売券案 米645

70 文明17 1485 上野国狸塚円光坊門弟〈円光坊
は円福寺か〉 引、〈石内の東林坊引を除く〉 檀那売券 米649

71 文明18 1486 常陸国鎌田（烟田カ）の仙蔵坊
門弟 引 旦那売券 米658

72 長享２ 1488 青明坊  道者売券 潮87

73 延徳４ 1492 武蔵国谷口（矢口カ）東林坊 引 借銭状 潮97

74 明応３ 1494

二崎（山崎カ）泉蔵坊門弟、田
のくら吉祥坊、ほとかえ（保
土ヶ谷カ）大輔、ほとかえ（保
土ヶ谷カ）海蔵坊

甲斐、相模、鎌倉引一円 旦那売券 米716

75 明応５ 1496 上野国高井極楽坊門弟、徳蔵寺 引・長塩殿、井野・反町 檀那売券 米720

76 明応６ 1497 下野国小野寺不動坊門弟 引 借銭状 米725

77 明応７ 1498 下野国七ツ石皆浄坊（戒浄坊）
門弟 地下一族并宇都宮一族 旦那売券案 米728

78 明応８ 1499 上野国赤田（赤生田カ）門弟 引〈地下一族共〉 檀那売券 米732

79 明応８ 1499 武蔵国勝路（勝呂）門光坊門弟 引 旦那売券 潮112

80 明応９ 1500 下野国宇都宮大泉坊門弟、戒浄
坊 引、地下一族・宇都宮殿 旦那売券 米743

81 明応９ 1500 武蔵鳥越の祐蔵坊門弟 引・地下一族 旦那売券 潮113
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82 文亀１ 1501 武蔵すくろ（勝呂）の門香坊門
弟 勝呂地下一族 旦那売券 潮114

83 文亀２ 1502 阿古宇田（赤生田）の幸蔵寺門
弟 上野国佐貫庄 檀那売券 米756

84 文亀２ 1502 武蔵国ゆう（祐）蔵坊 引 田・道者売券 潮119

85 文亀３ 1503 くめ川（久米川）の福泉坊門弟、
所さわ（所沢）の実蔵坊門弟 引 旦那売券 潮121

86 文亀４ 1504

はんさわ（榛澤）の覚円坊、み
た（箕田）の達賢坊、屋けへ（宅
部）の円達坊、よこ山案内の三
位、よこ山覚地坊

武蔵国門前榛澤の門弟引（聞善
の福寿兄弟引を除く） 旦那売券 潮125・

126

87 文亀４ 1504 下野国小野寺不動坊門弟 引 旦那売券 米772

88 永正４ 1507 武蔵国あつ川（厚川）の多福坊
駿永（源永カ）

武蔵国入西郡厚川・坂下・万福
坊・ふち山引一円 旦那願文 潮140

89 永正６ 1509 武蔵国ささめ（笹目）の福蔵坊
門弟 引、町田一門 旦那売券 米797

90 永正６ 1509 武蔵国ささめ（笹目）の福蔵坊
門弟 引、町田一門 旦那売券 米800

91 永正６ 1509 武蔵国ささめ（笹目）の福蔵坊
門弟 引 旦那売券 米801

92 永正７ 1510

小山上間中門弟、下間中門弟、
いつる（出流山カ）正祐法橋門
弟、佐野一音坊門弟、かがみ
（鏡）の新光房門弟、塩谷荻田
尾南光房門弟、河崎善蔵門弟、
かつら木（葛城）地蔵院門弟

下野国先達注文 米803

93 永正７ 1510 下野国につさと（新里）の熊野
堂 引地下一族共 旦那売券案 米804

94 永正８ 1511
下野国佐野庄田之入養徳坊、い
つる（出流山カ）尊月坊、中里
什泉坊門弟、一音坊

引旦那地下一族共〈佐野名字を
除く〉 旦那売券 米805

95 永正８ 1511 下総国さ嶋（猿島）井野を別当 引 借銭状 米814

96 永正８ 1511 下野国佐野庄田之入永宝坊 引地下一族共 旦那売券副状 ５巻82頁

97 永正９ 1512 上野国高井極楽坊門弟 引旦那地下一族共 檀那売券 米817

98 永正10 1513 上野国佐貫阿古宇田（赤生田）
幸蔵寺 引 旦那譲状 米818

99 永正13 1516 上野国アコウタ（赤生田）先達 引一円 旦那処分注文 米825

100 永正15 1518

下野国小山庄内金院之権現堂門
弟、白澤の侍従阿闍梨門弟、宇
都宮石橋の等円坊、藤井の円浄
坊

引、引地下一族一円、引、引旦
那地下一族共一円 借銭状 米831

101 天文２ 1533 松田満泉坊
武州稲毛郡潮田西村図書助、世
田谷喜村彦五郎、相州宮瀬山口
孫太郎、おたよこ山二郎三郎

旦那願文 米864

102 天文３ 1534 名子（水子）の就玉坊（十玉
坊）・本先達は志村の見そう坊

武蔵国豊島郡練馬郷上原雅楽
助・孫九朗 旦那願文写 米865

103 天文４ 1535 常陸国下館の住侶南泉坊 伊佐三三郷、川下一二郷 旦那在所注文 米870

104 天文５ 1536 賢覚 武蔵国春原郡（荏原郡）御正卿、
若宮坊、泉蔵坊、医王寺 旦那注文 潮160

105 天文７ 1538 しのはちようそんし（篠場長名
寺カ）

武蔵国おほすなの郡（男衾郡）
八方あらい弾正、ほつみ雅楽
助、大しま弥五郎、せんりん坊

旦那願文写 米873
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106 天文８ 1539 山崎泉蔵坊泉勝
武州久良岐郡杉田郷間宮与七
郎・平那隼人佑・平山大炊助・
相州河入郷和田かもの助

旦那願文 米875

107 天文16 1547 山崎泉しゆ坊（泉蔵坊カ）

武蔵国稲毛郡河崎郷いいしま左
京助・次郎衛門尉・津久井のは
たの玄蕃・譲原の五朗四朗。相
模依知郷平井源衛門尉

旦那願文写 米880

108 天文18 1549

門井別当門弟、山田慶城坊門
弟、熊野堂門弟、羽黒山別当、
大串不動坊、平方栄城坊、北地
谷光福寺

小栗引一円、真壁引一円・田中
庄引一円・海老嶋・大嶋、北条
引、下館一円、下妻一円、関郡
一円、大方郡和賀８ヶ村・匣嵯
郡一円、下総国豊田庄一円・下
総国山川一円

旦那売券 潮163

109 天文22 1553 養門坊
武州みたの住侶賀藤たくみ、八
や源左衛門、浅井帯刀、若林、
石戸新左衛門他九人

旦那願文写 米889

110 天正８ 1580 おこせ（越生）の山本坊 諸名字共 借銭状 米1129

111 慶長４（？） 1599 城光房 大那賀郡引一円 実報院諸国旦那帳 補遺３

112 慶長４（？） 1599

榛澤覚円坊、弥田（箕田）の達
賢坊、やけ部（宅部）の円達坊、
東林坊、見まう幸福寺、慈光寺
行蔵・慶恩、阿弥陀寺道勝

引、その他旦那所在地省略 実報院諸国旦那帳 補遺３

113 慶長４ 1599 先達丹波 あかた（赤田カ）、その他旦那
所在地省略 廊之坊諸国旦那帳 補遺４

114 慶長４ 1599
いしと（石戸）のよもん坊（養
門坊カ）、門光坊、まき山のり
うせんし

上足立三三郷引一円、勝呂引一
円、稲城庄引一円、その他旦那
所在地省略

廊之坊諸国旦那帳 補遺４

115 慶長４ 1599
やの（矢名カ）城光坊、中村常
明坊、玉郡うつのや常光坊〈常
光坊退転にて小田原玉済引〉

引、引、曽我名字引 廊之坊諸国旦那帳 補遺４

116 寛永11 1634 下野国一音坊 大田一族・さい田・御戸・米山 旦那売渡証文写 米1146

117 年未詳 1366
頃カ 武蔵国河越の青木伊予公幸雄

武蔵国河越の南殿修心大師、侍
従殿女、伊豆国肥田の侍従公御
坊、武州河越の真室殿、加寸

諸国旦那願文帳 新本23

118 年未詳 1400
頃カ 金剛院門弟 引 旦那売券 米52

119 年未詳 1500
頃カ

ちくわ（竹輪）の金剛院、十り
ん寺（東輪寺カ）、北条ゑんに
う坊、ししとこ嶺坊主、輪月坊、
羽とり（羽鳥）筑前坊、きよた
き別当、からす岡月輪坊、小田
の権現堂、しら河のはは（白河
馬場）別当

常陸国先達書立写 米930

120 年未詳 1500
年代カ 柳門坊舜祐

武蔵足立郡石戸郷伊藤兵庫、同
郷伊藤二郎、同郷飯野孫七朗、
足立郡上尾郷原宿原五郎左衛門
他六人

旦那引付注文写 米932

121 年未詳 1500
年代カ こたまのさい寺（児玉の西寺）

秋葉、越生、おひ野、あおふた、
児玉、本庄、ひる川、秩父他二
四名字

児玉西寺引旦那名
字注文写 米933

米…「米良文書」、潮…「潮崎稜威主文書」（『熊野那智大社文書』）、本…「本宮大社文書」（『和歌山県史』中世史料二）、
新本…「新出本宮大社文書」（『山岳修験』９）
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な
く
な
っ
た
と
訴
え
て
い
る
。「
駿
府
不
通
」
が
起
こ
っ
た
事
情
は
、
恐
ら
く

後
北
条
氏
と
今
川
氏
と
の
対
立
で
河
東
一
乱
と
呼
ば
れ
る
戦
争
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。

　

自
分
た
ち
の
窮
状
を
訴
え
る
こ
と
が
目
的
で
作
成
さ
れ
た
史
料
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
内
容
は
多
少
の
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
後
北
条
氏
奉
行
人
が
「
修
験
中
退
転
」
の
様
子
を
わ

ざ
わ
ざ
質
問
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
主
張
す
る
内
容
は
地
頭
も
「
御

存
知
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
実
態
を
反
映
し
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
戦
乱
の
拡
大
は
参
詣
者
の
減
少
を
も
た
ら

し
、
さ
ら
に
戦
乱
に
よ
る
交
通
路
の
不
通
に
よ
っ
て
、
熊
野
先
達
業
務
は
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
一
五
世
紀
末
以
降
、
熊
野
先
達
は
檀
那
で

あ
っ
た
国
人
領
主
層
の
没
落
な
ど
を
受
け
て
、
新
た
に
村
落
住
人
と
の
結
び
つ

き
を
深
め
、
彼
ら
を
檀
那
と
し
て
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦
乱

の
拡
大
と
交
通
路
の
不
通
な
ど
に
よ
り
、
檀
那
の
熊
野
参
詣
は
減
少
し
、
熊
野

先
達
業
務
は
次
第
に
低
調
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
戦
国
期
の
地
域
社
会
と
山
伏

　

戦
国
期
に
な
り
、
熊
野
先
達
業
務
が
不
調
に
陥
っ
て
い
く
中
で
、
熊
野
先
達

で
あ
っ
た
山
伏
た
ち
は
村
落
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
修
験
道
研
究
で
は
、
戦
国
期
を
過
渡
期
と
し
て
山
伏

の
村
落
へ
の
定
住
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
、
山
伏
が
対
庶
民
へ
の
呪

術
的
宗
教
活
動
を
主
た
る
活
動
と
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
）
33
（

。

　

前
節
で
の
検
討
も
踏
ま
え
れ
ば
、
戦
国
期
に
山
伏
は
、
そ
の
生
活
圏
を
都
市

的
な
場
や
町
場
か
ら
村
へ
と
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
檀
那
も
こ
れ
ま
で
の
領

主
層
か
ら
村
落
住
人
へ
と
変
化
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
伏
が
村
落
住
人
を
対
象
と
し
た
宗
教
活
動
を
主
た
る
生
業

と
し
た
時
、
こ
れ
ま
で
山
伏
が
行
っ
て
き
た
熊
野
先
達
業
務
は
い
か
な
る
変
化

を
遂
げ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
戦
国
時
代
の
山
伏
が
行
っ

て
い
た
宗
教
活
動
の
内
容
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

〔
史
料
五
〕
北
条
家
虎
朱
印
状
写）
34
（

「
本
山
御
門
主
被
定
置

○　
　

年
行
事
職
之
事　
丸
之
有
ハ
役
ニ
立
た
さ
る
也

十
一
之
御
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

一
、
伊
勢
熊
野
社
参
仏
詣

一
、
巡
礼
破
衣
綴

一
、
注
連
祓
・
辻
勧
請

一
、
家（
堅
カ
）守

一
、
釜
注
連

一
、
地
祭
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一
、
葬
式
跡
祓

一
、
棚
勧
請

一
、
宮
勧
請

一
、
月
待
・
日
待
・
虫
送
・
神
送

一
、
札
・
守
・
年
中
巻
数

右
十
一
之
巻
、
被
定
置
通
リ
、
不
可
有
相
違
候
、
若
不
依
何
宗
ニ
違
乱
之

輩
有
之
者
、
急
度
可
申
付
者
也
、
注
連
祓
致
陰
家
ニ（
マ
マ
）者
有
之
者
、
縦
令
雖

為
真
言
・
天
台
何
宗
、
修
験
役
任
先
例
可
申
付
者
也
、
仍
而
定
如
件
、

永
禄
十
三
年
八
月
十
九
日　
　
　
　
　
　

長
純

「
○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
之
寺
社
奉
行
与
申
伝
ニ
候
」

　
　
　
　
　
　

玉
瀧
坊

　

史
料
五
は
「
年
行
事
古
書
之
写
」
に
収
め
ら
れ
た
永
禄
一
三
年
（
一
五
七
〇
）

に
出
さ
れ
た
北
条
家
朱
印
状
写
で
あ
る
。「
年
行
事
古
書
之
写
」
と
は
、
か
つ

て
相
模
国
足
柄
上
郡
雑
色
村
に
存
在
し
て
い
た
城
明
院
と
い
う
本
山
派
修
験
寺

院
に
伝
来
し
た
文
書
の
一
つ
で
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）
か
ら

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
ま
で
の
修
験
関
係
史
料
を
書
写
し
た
書

で
あ
る
。

　

近
世
に
書
写
さ
れ
た
史
料
で
あ
り
、
史
料
中
の
文
言
に
も
や
や
意
味
の
取
り

に
く
い
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
注
意
を
要
す
る
が
、
少
な
く
と
も
一
一
の
宗
教

活
動
を
書
き
上
げ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の

山
伏
の
活
動
の
実
態
を
表
し
た
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
一
一
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
一
番
目
に
「
伊
勢
熊

野
社
参
仏
詣
」
と
あ
り
、
伊
勢
や
熊
野
へ
の
先
達
業
務
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
残
る
一
〇
の
活
動
は
「
注
連
祓）
35
（

」「
釜
注
連
」「
葬
式
跡
祓
」
な
ど
の

よ
う
に
、「
イ
エ
」
や
個
人
を
単
位
と
し
た
祈
禱
な
ど
の
宗
教
行
為
が
占
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
な
っ
て
も
山
伏
が
諸
寺
社
へ
の
先
達
業
務
を

担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
祈
禱
活
動
を

行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
達
業
務
も
「
伊
勢
・
熊
野
」
と
あ
る
よ
う

に
、
熊
野
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
点
に
も
注
意
を
要
す
る
。
熊
野
先
達
業
務
は

諸
活
動
の
一
部
分
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

同
様
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
も
の
と
し
て
、
越
後
国
高
田
の
本
山
派
修
験
寺

院
で
あ
る
金
剛
院
に
伝
わ
る
「
伝
法
一
二
巻
」
と
い
う
史
料
が
あ
る）
36
（

。
こ
れ
は

金
剛
院
空
我
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
呪
術
作
法
集
で
、
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
に
そ
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、

喉
に
刺
さ
っ
た
魚
の
骨
を
取
る
呪
法
や
犬
に
噛
ま
れ
な
い
呪
法
な
ど
の
現
世
利

益
的
な
呪
法
に
始
ま
り
、
堂
社
の
建
立
や
祭
礼
、
読
経
、
託
宣
な
ど
一
六
九
の

祈
禱
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
伝
法
十
二
巻
」
は
近
世
初
頭
の
山
伏
が
、
村
内
に
お
い
て
多
様
な
祈
禱
活

動
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
分
か
る
史
料
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
当

然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
活
動
が
寛
文
年
間
に
突
然
創
出
さ
れ
、
始
め
ら
れ
た
と

は
考
え
に
く
い
。
以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
祈
禱
活
動
の
詳
細
を
、
寛
文
年
間
に

集
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
金
剛
院
の
開
基
は
天
正
一

一
年
（
一
五
八
三
）
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
起
点
は
戦
国
期
と
み
ら
れ

る
。
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し
た
が
っ
て
、「
伝
法
一
二
巻
」
に
記
さ
れ
た
祈
禱
は
、
戦
国
期
こ
ろ
よ
り

山
伏
が
村
落
住
人
を
対
象
に
行
っ
て
き
た
活
動
を
含
み
こ
ん
だ
も
の
と
考
え
て

よ
い
。
戦
国
期
の
山
伏
が
村
落
住
人
を
檀
那
と
し
、
呪
術
的
祈
禱
を
始
め
と
し

た
多
様
な
宗
教
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。

　

ま
た
、
山
伏
の
村
落
へ
の
定
住
は
、
彼
ら
に
新
た
な
役
割
を
付
与
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
、
安
房
国
の
修
験
寺
院
正
善
院
が
、
自
ら
の

配
下
寺
院
三
七
カ
寺
に
つ
い
て
調
査
し
た
内
容
を
書
き
上
げ
た
「
安
房
修
験
書

上
）
37
（

」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
の
史
料
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
験
寺
院
に
つ
い

て
、
所
在
す
る
村
、
村
内
で
管
理
す
る
堂
社
や
寺
地
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
記

載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
村
内
に
院
や
寺
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
山
伏
が
住
持
と

し
て
定
住
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
史
料
の
記
載

内
容
か
ら
、
修
験
寺
院
の
所
在
す
る
村
名
、
修
験
寺
院
が
村
内
で
管
理
す
る
堂

社
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
３

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
多
数
の
修
験
寺
院

が
村
内
の
堂
社
の
別
当
な
ど
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
山

伏
は
村
内
堂
社
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
堂
領
な
ど
の
管
理
・
運
営
を
任
さ
れ

る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
堂
社
に
お
け
る
祭
礼
な
ど
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
戦
国
期
に
山
伏
は
村
落
住
人
を
檀
那
と
し
て
取
り
込
む
と

と
も
に
、
村
落
へ
の
定
着
が
始
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
山
伏
の
宗
教

活
動
も
呪
術
的
祈
禱
や
堂
社
の
管
理
・
運
営
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
熊
野
先
達
業
務
は
、
そ
の
規
模
を

縮
小
さ
せ
次
第
に
低
調
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
戦
国
期

に
な
っ
て
も
村
落
住
人
を
中
心
に
熊
野
参
詣
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
前
掲
表
２

の
願
文
（
表
№
88
・
101
・
102
・
105
〜
107
）
な
ど
で
確

認
し
て
み
る
と
、
そ
の
参
詣
人
数
は
数
人
程
度
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
国

人
領
主
層
に
比
し
て
、
経
営
規
模
の
小
さ
い
村
落
住
人
に
と
っ
て
熊
野
参
詣
を

行
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
熊
野
参
詣
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
土
豪
層
が
中
心
で
あ
り
、
村
落
住
人
一
般
が

熊
野
参
詣
に
赴
く
経
済
的
・
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、

戦
乱
に
よ
る
交
通
路
の
不
通
も
檀
那
と
熊
野
と
の
距
離
を
遠
ざ
け
る
一
因
と

な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
熊
野
参
詣
が
不
調
に
陥
っ
て
い
く
中
で
、
在
地
で
は
新
た
な
熊

野
参
詣
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

〔
史
料
六
〕
簗
田
助
縄
判
物

諸
社
江
代
官
任
入
候
事

一
、
大
峯
少
護
摩
之
事

一
、
宇
佐
八
幡
代
官
之
事

一
、
八（

マ

マ

）

幡
八
幡
代
官
之
事

一
、
伊
勢
へ
代
官
之
事

一
、
愛
宕
代
官
之
事

一
、
出
雲
代
官
之
事

一
、
熊
野
ヘ
代
官
之
事

一
、
多
賀
へ
代
官
之
事
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表３

郡 村 寺院名 管　領　堂　社 備　考

平郡 多田良村 滝善院 不動堂、天神宮、観音堂、神明宮、八幡宮（岡本村） 「五社別当」

平郡 深名村 専乗院 牛頭天王、山ノ神 「二社別当」

平郡 大津村 大聖院
熊野、諏訪、天神、釈迦堂、地蔵院、虚空蔵堂、弥陀堂、如
来堂、薬師堂、居倉村薬師堂、居倉村山之神、宮本村不動、
宮本村弁財天

「別当」

平郡 正木村 峯野院 薬師堂、熊野、八幡 「三所別当」

平郡 大学口村 不動院 毘沙門堂、山王権現、白山権現、富士浅間

平郡 山下村 大福院 弥陀堂、八幡宮、天神宮

平郡 米沢村 米沢寺 春日大明神、八幡宮、神明宮

平郡 不入斗村 満能院 熊野宮、明神宮

平郡 久枝村 満蔵院 天神宮、天照大神宮、神明宮、山王宮 「四ヶ所別当」

平郡 佐久間村 菊本（院カ） 明王宮、天神宮、弥陀堂 「三ヶ所別当」

平郡 成就院 住王堂、弥陀堂 「二ヶ所別当」

平郡 保田村 法道院 御霊宮、富士浅間 「二ヶ所別当」

平郡 子保田村 金剛院 観音堂、地蔵堂、弁財天宮、山神宮 「四ヶ所別当」

平郡 平久里中村 常光院 観音（堂） 「観音別当」

山下郡 湊村 徳蔵院 薬師堂、子安大明神 「二ヶ所別当」

山下郡 安布里村 三岳院 牛頭天王、子安明神、天神 「三所別当」

山下郡 薦口村 真学院 薬師堂 「壱社別当」

山下郡 吉祥院 稲荷大明神 「壱社別当」

山下郡 相浜村 感満寺 不動堂、鎮守、明神、天王、権現、浅間、弁財天、山神 「八ヶ所別当」

朝夷郡 白浜村 明学（院） 八幡、天王、山王、稲荷明神、龍王、神明 「六ヶ所別当」

朝夷郡 平礒村 宝蔵院 権現、天照大神、地蔵堂、稲荷大明神 「四ヶ所別当」

朝夷郡 川戸村 文殊院 王子権現宮 「一社別当」

朝夷郡 岩糸村 三蔵院 明神宮、鎮守宮、第六天宮 「別当」

朝夷郡 下三原村 権之助 不動堂、白幡、龍神、山王、山神、神明、天神 「別当」

朝夷郡 三原村 禅定坊 浅間、諏訪大明神、山神、明神

安房郡 竹岡村 来光院 薬師堂、十二天宮、荒神宮、八幡宮、山王宮、日天宮、山神 「別当」

安房郡 御庄村 秀楽院
不動堂、飯縄宮、四之御前宮寺、熱田大明神宮、山神、駒形
神宮（中村）、浅間宮（山名村）、白幡宮（山名村）、明神宮（山
名村）

「別当」

長狭郡 平塚村 近江坊 七堂伽藍 「別当大山寺後住」

長狭郡 大行院

長狭郡 大山 三王院

長狭郡 正蔵院

長狭郡 古畑村 千蔵院

長狭郡 大川面村 正寿院 荒神小宮、天王小宮

長狭郡 仲村 妙楽院 熊野権現社

長狭郡 池田村 滝本院 愛宕山権現、薬師堂、日天宮、阿弥陀堂、山王宮

長狭郡 横渚村 善能院 観音堂

長狭郡 東野尻村 正楽院
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一
、
熱
田
へ
代
官
之
事

右
、
偏
任
入
候
、
来
年
ハ
慥
ニ
一
途
可
及
禮
候
、
尚
鮎
川
可
申
届
候
、

以
上

戊
子　
　
　

六
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

助
縄
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
泉
坊

　

こ
の
史
料
は
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
古
河

公
方
家
臣
の
簗
田
氏
の
一
族
と
思
わ
れ
る
簗
田
助
縄
と
い
う
人
物
か
ら
、
武
蔵

国
赤
岩
新
宿
の
修
験
寺
院
大
泉
坊
に
対
し
て
出
さ
れ
た
判
物
で
あ
る
。

　

内
容
は
、「
諸
社
江
代
官
任
入
候
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
泉
坊
に
対
し
て

諸
寺
社
へ
の
代
参
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
宇
佐
八
幡
宮
や
伊

勢
大
社
な
ど
と
と
も
に
熊
野
の
名
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
地

方
の
有
力
寺
社
に
対
し
て
、
代
参
と
い
う
形
で
結
び
つ
き
を
持
と
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
史
料
を
取
り
上
げ
た
新
井
浩
文
氏
は
、「
大
泉
坊
が
民
間
信
仰
の
総
合

出
張
所
＝
地
域
の
宗
教
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」
と
し
た
う
え

で
、
大
泉
坊
に
代
参
を
依
頼
し
た
背
景
に
は
、「
簗
田
氏
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
そ
こ
に
集
う
民
衆
の
要
請
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
38
（

。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
戦
国
期
に
は
直
接
参
詣
に
赴
く
こ
と
が

で
き
な
い
在
地
の
人
々
の
要
請
を
請
け
て
、
山
伏
が
代
参
と
い
う
形
で
地
方
の

諸
寺
社
を
参
詣
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在
地
の

人
々
の
熊
野
に
対
す
る
信
仰
は
、
代
参
と
い
う
形
に
変
化
し
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

中
世
後
期
に
熊
野
参
詣
が
停
滞
・
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
、

そ
れ
を
も
た
ら
し
た
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
こ
こ
で
改
め

て
、
そ
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

第
一
章
で
は
、
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

こ
か
ら
、
熊
野
御
師
は
自
身
の
檀
那
を
熊
野
先
達
を
介
し
て
把
握
す
る
と
い
う

方
法
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
、
熊
野
御
師
と
熊
野
先
達
は
極
め
て
緩
や
か
な
業

務
提
携
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
東
国
の
熊
野
先
達
を
取
り
上
げ
、
戦
国
期
に
熊
野
先
達
の
檀

那
が
領
主
層
か
ら
村
落
住
人
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
戦
乱
の
拡
大
や
交
通

路
の
不
通
に
よ
り
熊
野
参
詣
者
が
減
少
し
、
熊
野
先
達
業
務
が
低
調
化
し
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。

　

第
三
章
で
は
、
戦
国
期
に
山
伏
が
村
落
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
よ
り
山
伏
は
村
落
住
人
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
呪
術
的
祈
禱
を
生

業
と
し
、
熊
野
先
達
業
務
の
比
重
が
低
下
し
た
こ
と
、
熊
野
信
仰
は
代
参
と
い

う
形
で
存
続
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
な
ぜ
中
世
後
期
に
熊
野
参
詣
が
停
滞
・

衰
退
し
た
の
か
、
と
い
う
冒
頭
の
課
題
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

一
五
世
紀
末
（
戦
国
期
）
こ
ろ
か
ら
、
村
落
へ
の
定
着
と
と
も
に
、
村
落
住

人
を
主
た
る
檀
那
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
山
伏
は
、
彼
ら
の
要
請
に
応
じ
た
さ
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ま
ざ
ま
な
祈
禱
や
祭
祀
な
ど
を
執
り
行
っ
た
。
し
か
し
、
熊
野
参
詣
に
つ
い
て

は
村
落
住
人
の
経
済
的
理
由
や
戦
乱
、
交
通
路
の
問
題
な
ど
に
よ
り
実
施
が
困

難
に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
、
次
第
に
山
伏
は
熊
野
先
達
業
務
を
放
棄
し
、

代
参
と
い
う
新
し
い
形
で
の
参
詣
形
態
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
城
常
三
氏
は
、
熊
野
先
達
の
在
地
定

着
が
熊
野
と
の
関
係
の
疎
遠
化
を
も
た
ら
し
、
熊
野
参
詣
の
衰
退
へ
至
っ
た
と

結
論
付
け
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
考
察
結
果
か
ら
は
、
熊
野
先
達
の
在
地
定
着

が
村
落
住
人
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
山
伏
の
活
動
に
変
化
を
促
し
、
熊
野
先

達
業
務
か
ら
の
遊
離
と
い
う
事
態
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
結
論
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
熊
野
参
詣
の
停
滞
・
衰
退
と
い
う
状
況
が
生
み

だ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
こ
う
し
た
事
態
（
山
伏
が
熊
野
先
達
業
務

を
放
棄
す
る
こ
と
）
は
熊
野
御
師
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
看
過
し
難

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
熊
野
御
師
は
檀
那
の
把
握
お
よ
び
引
導
を
熊
野

先
達
に
依
拠
し
て
い
た
う
え
に
、
熊
野
先
達
に
対
し
て
何
ら
の
規
制
を
か
け
得

る
権
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
熊
野
御
師
は
在
地

の
檀
那
を
自
ら
つ
な
ぎ
と
め
る
有
効
な
手
立
て
を
見
出
せ
ず
、
熊
野
参
詣
の
停

滞
・
衰
退
を
免
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

新
城
常
三
『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）、

同
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
）

（
2
）　

前
掲
註（
1
）新
城
著
書
。

（
3
）　

小
山
靖
憲
「
熊
野
の
旦
那
売
券
と
地
域
研
究
」（『
中
世
寺
社
と
荘
園
制
』
塙
書

房
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
一
九
八
九
年
）

（
4
）　

西
山
克
『
道
者
と
地
下
人
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）

（
5
）　
『
修
験
道
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）「
熊
野
詣
」
項
（
由
谷
裕
哉

氏
執
筆
分
）
よ
り
一
部
抜
粋
。

（
6
）　

新
城
常
三
氏
や
小
山
氏
の
研
究
を
引
用
し
、
伊
勢
参
詣
と
の
競
合
関
係
に
よ
る

熊
野
参
詣
の
衰
退
を
示
唆
す
る
文
章
も
散
見
さ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
両

氏
の
研
究
は
伊
勢
参
詣
と
の
競
合
関
係
を
熊
野
参
詣
衰
退
の
本
質
的
原
因
と
は
し

て
お
ら
ず
、
誤
解
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
7
）　

新
城
常
三
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
二

年
）
二
一
六
頁
。

（
8
）　

宝
月
圭
吾
「
熊
野
詣
と
御
師
の
発
達
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
世
の
売
券
と
徳
政
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
初
出
は
一
九
三
三
年
）。

（
9
）　

宮
家
準
『
熊
野
修
験
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）

（
10
）　

新
城
美
恵
子
「
中
世
後
期
熊
野
先
達
の
在
所
と
そ
の
地
域
的
特
徴
│
伊
予
・
陸

奥
国
を
例
と
し
て
│
」（『
本
山
修
験
と
熊
野
先
達
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
、

初
出
は
一
九
七
九
年
）

（
11
）　

前
掲
註（
3
）小
山
論
文
。

（
12
）　
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』（
史
料
纂
集
）「
米
良
文
書
」
六
〇
号
。

（
13
）　
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』（
史
料
纂
集
）「
米
良
文
書
」
四
二
号
。

（
14
）　

熊
野
先
達
の
実
態
と
門
弟
に
よ
る
分
業
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
後
期
の
東

国
社
会
に
お
け
る
山
伏
の
位
置
」（『
民
衆
史
研
究
』
七
七
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
15
）　

宮
家
氏
は
、「
い
ず
れ
に
し
ろ
檀
那
は
先
達
に
導
か
れ
て
熊
野
に
く
る
ゆ
え
、

先
達
を
檀
那
掌
握
の
単
位
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
」（
前
掲
註（
9
）宮
家

著
書
一
二
九
頁
）
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
御
師
の
檀
那
把
握
方
法
と
熊
野
参
詣
の

方
法
を
混
同
し
た
議
論
で
あ
り
、
賛
成
し
難
い
。
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（
16
）　

前
掲
註（
3
）小
山
論
文
。

（
17
）　

前
掲
註（
9
）宮
家
著
書
二
〇
一
頁
。

（
18
）　

長
谷
川
賢
二
「
中
世
に
お
け
る
熊
野
先
達
支
配
に
つ
い
て
」（『
山
岳
修
験
』
一

四
、
一
九
九
四
年
）

（
19
）　
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』（
史
料
纂
集
）「
米
良
文
書
」
七
五
号
。

（
20
）　
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』（
史
料
纂
集
）「
米
良
文
書
」
九
〇
号
。

（
21
）　
『
沙
石
集
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
五
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

（
22
）　

前
掲
註（
1
）新
城
著
書
。

（
23
）　

小
森
正
明
「
常
陸
国
富
有
人
注
文
の
基
礎
的
考
察
」（『
茨
城
県
史
研
究
』
七
一
、

一
九
九
三
年
）

（
24
）　

糸
賀
茂
男
「
聖
護
院
門
跡
道
興
筆
天
神
名
号
と
史
的
背
景
」（『
茨
城
県
史
研
究
』

七
〇
、
一
九
九
三
年
）

（
25
）　

拙
稿
「
中
世
後
期
の
東
国
社
会
に
お
け
る
山
伏
の
位
置
」（『
民
衆
史
研
究
』
七

七
、
二
〇
〇
九
年
）

（
26
）　

時
枝
務
「
上
野
国
に
お
け
る
熊
野
先
達
と
檀
那
│
群
馬
県
高
崎
市
井
野
川
流
域

の
場
合
│
」（『
群
馬
歴
史
民
俗
』
三
二
、
二
〇
一
一
年
）

（
27
）　

前
掲
註（
1
）新
城
著
書
。

（
28
）　

前
掲
註（
9
）宮
家
著
書
。

（
29
）　
『
北
区
史
』
通
史
編
中
世
（
一
九
九
六
年
）、
峰
岸
純
夫
・
小
林
一
岳
・
黒
田
基

樹
編
『
豊
島
氏
と
そ
の
時
代
│
東
京
の
中
世
を
考
え
る
│
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
八
年
）。

（
30
）　

前
掲
註（
3
）小
山
論
文
。

（
31
）　

熊
野
信
仰
と
の
か
か
わ
り
の
深
い
豊
島
氏
も
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
〜
一
四

八
七
）
に
滅
亡
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
城
美
恵
子
「
武
蔵
国
十
玉
坊
と
聖
護
院
」

（『
本
山
修
験
と
熊
野
先
達
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
、
初
出
は
一
九
九
四
年
）

で
は
、
十
玉
坊
衰
退
の
背
景
と
し
て
大
檀
那
で
あ
り
、
親
族
で
あ
っ
た
難
波
多
氏

が
滅
亡
し
た
こ
と
を
、
そ
の
一
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
32
）　
『
新
横
須
賀
市
史
』
資
料
編
古
代
・
中
世
補
遺
、
三
一
〇
一
号
。

（
33
）　

和
歌
森
太
郎
『
修
験
道
史
研
究
』（『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
二　

修
験
道
史
の
研

究
』
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
は
一
九
四
三
年
）。
宮
本
袈
裟
雄
『
里
修
験

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）。

（
34
）　
「
年
行
事
古
書
之
写
」（『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
原
始
・
古
代
・
中
世
Ⅰ
小
田

原
北
条
氏
五
代
発
給
文
書
補
遺　

補
遺
三
九
号
）。

（
35
）　
「
注
連
祓
」
と
は
七
五
三
祓
（
し
め
ば
ら
い
）
と
も
呼
ば
れ
、「
檀
那
の
小
祠
な

ど
の
神
前
に
七
五
三
（
注
連
）
を
張
り
そ
の
上
で
祓
い
立
て
を
す
る
作
法
」（『
修

験
道
辞
典
』「
七
五
三
祓
」
項
（
福
島
邦
夫
氏
執
筆
分
よ
り
一
部
抜
粋
）
東
京
堂

出
版
、
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
。

（
36
）　
『
近
世
修
験
道
文
書　

越
後
修
験
伝
法
十
二
巻
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
37
）　
『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
中
世
三
、「
田
代
正
満
家
文
書
」
三
号
。

（
38
）　

新
井
浩
文
「
戦
国
期
幸
手
領
に
お
け
る
領
域
概
念
と
宗
教
」（『
関
東
の
戦
国
期

領
主
と
流
通
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
一
九
九
三
年
）。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
平
成
二
五
年
度
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
「
若
手
研
究
者
研

究
助
成
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
稿
は
宗
教
史
懇
話
会
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
二
〇
一
三
年
）
に
て
、

「
中
世
後
期
の
熊
野
参
詣
と
地
域
社
会
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
告
し
た
内
容

を
、
改
題
・
修
正
し
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
御
意
見
頂
い
た
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
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T
he social background of the decline in pilgrim

ages to K
um
ano.

K
O
N
D
O
 Y
usuke

　

Pilgrim
ages to K

um
ano greatly increased in the Early M

iddle A
ges. 

A
nd the so-called golden era is believed to have been during the 
M
urom

achi period. H
ow
ever, from

 the 15th to the late-17th century, 
as the num

ber of pilgrim
s w
as gradually reduced, the num

ber of pil-
grim

ages to K
um
ano declined. Previous research into the background 

of the decline in pilgrim
ages to K

um
ano in the Late M

iddle A
ges left 

issues unansw
ered. In this research, I focus on the K

um
ano-Sendatsu 

(熊
野
先
達
) and consider the social background of the decline in pil-

grim
ages to K

um
ano.
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um
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), 

A
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), A
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m
unity


